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○は成績評価者 

【科目名】7．実習Ⅰ（療法的園芸） 
【期 別】通年 【区 分】必修 【種 別】実習 
【単位・コマ数】 全8回 【時間数】80   
【主任教員】〇田崎 史江 
【分担教員】〇剱持 卓也、森 晴美 
【実習目的】 

「みどりと健康活動指導士」は、植物の健康効果を活用した疾病予防、健康維持に関する活動を行う能力を持

つ者であり、医療、福祉施設における園芸活動の導入、運営や、地域における園芸活動や植物のある場を活用し

た健康維持、社会的つながりの維持に資する活動が提供できることを目指す。実習Ⅰでは、実践例を知るととも

に、活動の計画やリハーサル、対象者に対する実践を通じ、みどりと健康活動の実践能力を身につける 
 実習Ⅰ（療法的園芸）80時間 

疾患や障がいの有無に関わらず、一般市民を対象として、園芸活動や植物、植物のある環境を用いて、参加者

の健康に資する「みどりと健康活動」の計画と支援のしかたを身につける 
 
【実習種別】 【担当教員等】 【授業予定】 

実習Ⅰ 
（療法的園芸） 田崎、剱持、森 

1. みどりと健康活動見学 （3回） 
 5/30 NPO法人たかつき 晴耕雨読舎見学 ＜全員参加＞ 
 ・植物や園芸を介した対人プログラム、みどりと健康活動、園芸療法 

など、園芸や植物を健康づくりに活かす取り組みを各自２箇所、 
選択し、見学を行う ＜各学生個人による実施＞ 

2. 演習 
  8/22 プログラム計画（1回） 
  10/3 リハーサル（1回） 園芸療法ガーデンにて実施 
  10/28 実施（1回）校外の協力施設 
 12/19 振り返り・まとめ（1回） 

3. 年間まとめ 
2/6 今後の展開について （1回）  

【予習課題】 詳細は授業でお知らせします 
【購入図書】  

【参考図書・HP】  

【成績評価の方法】 事前配布したフォーマットを使い、レポートを作成する。提出されたレポート内容及び、実

習時の取り組み内容によって評価する 

【受講生への連絡・希望】 
「1. みどりと健康活動見学（3回）」の課題提出先は森宛 
授業で指示された締め切り日までに定められた様式・要領で提出してください 
 

 


